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飲み薬だけで治る！
Ｃ型肝炎
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肝がん最大のリスク、
Ｃ型肝炎のお話し

これまでは・・・

これまでのＣ型肝炎治療の中心になって
いたのは、インターフェロンという注射薬
です。

この時代、インターフェロンの副作用が多
くの患者さんを苦しめていました。
特に高齢者の方の中には、
多くの副作用に耐えられず、
治療を中止せざるを得ない
という患者さんもいらっしゃ
いました。
しかし、今や副作用のほと
んどない、飲み薬だけで
治る時代になったのです！

＜ハーボニー＞ ＜ヴィキラックス＞

肝臓の線維
化の程度

日本で、Ｃ型肝炎に感染している人は
約１８０万人と言われています。

Ｃ型肝炎の進行度は肝臓の線維化の程
度によってＦ１（軽度）からＦ４（肝硬変）に
分けられます。Ｃ型肝炎はゆっくり進行し、
次の段階に移行するのに５～１０年かか
るとされてます。しかし着実に進行し、１
年間に肝がんが発症する割合は、段階
が進むほど高くなることがわかっていま
す。そのため、その後の進行状況をみる
ために、定期的（２～３ヶ月ごと）に検査を
受けることが大切です。

そして、自分がいまどの段階にいるかを
知ることが大事なのです。

（いまどこ！？）

表 裏 表 裏
❋費用や公費援助などについては
当院にご相談ください。

Ｃ型肝炎ウイルスに直接作用する新しい
抗ウイルス剤（ハーボニー・ヴィキラック
ス）が使えるようになりました。これまで
の治療結果や代償性（軽度の）肝硬変
の有無、年齢にかかわらず、飲み薬によ
る治療で９割以上の方がウイルス排除
に成功しています。すなわち、これまで
の治療では、治療を受けたくてもイン
ターフェロンの副作用などにより治療を
受けられなかった高齢者の方も、治療、
そして治癒のチャンスが大きく広がった
といえます。

✿新薬の登場✿


